
「鹿児島県地球温暖化対策実行計画」の改定

◆二酸化炭素濃度の変化
地球温暖化への影響が最も大きい温室効果ガスで

ある二酸化炭素（CO2）の地球全体の濃度は，年々
増加しています。2020（令和2）年の世界の平均
濃度は413.2ppmであり，工業化（1750年）以前
の平均的な値とされる278.3ppmと比べて，49％
増加しています。

◆鹿児島県の気候変動の現状（気温）
本県における年平均気温の100年当たりの変化傾

向をみると，鹿児島で1.92℃，名瀬で0.95℃，阿
久根で1.62℃，枕崎で1.65℃，種子島で1.61℃の
割合で上昇しています。

１ 地球温暖化の現状１ 地球温暖化の現状

◆世界の気候変動の現状（気温）
2021（令和3）年の世界年平均気温（陸域にお

ける地表付近の気温と海面水温の平均）の基準値
（1991〜2020年の30年平均値）からの偏差は
+0.22℃で，1891（明治24）年の統計開始以降，
6番目に高い値となりました。世界の年平均気温は，
様々な変動を繰り返しながら上昇しており，長期的
には100年当たり0.73℃の割合で上昇しています。
特に，1990年代半ば以降，高温となる年が多く
なっています。

◆気候変動による環境への影響
IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の第6

次評価報告書は「人為起源の気候変動は，極端現
象の頻度と強度の増加を伴い，自然と人間に対し
て，広範囲にわたる悪影響と，それに関連した損
失と損害を，自然の気候変動の範囲を超えて引き
起こしている。」としています。その上で，地球
の温暖化は疑う余地がなく，その結果，気温の上
昇，極端な大雨の頻度や強度の増加，海面の上昇
や極端に高い潮位の発生など，様々な現象が世界
中で起こっている観測事実として挙げられるとし
ています。

資料 気象庁ウェブサイト

資料 九州・山口県の気候変動監視レポート2021
（福岡管区気象台）

【 地球全体の二酸化炭素濃度の変化】

【鹿児島の年平均気温の経年変化】

【名瀬の年平均気温の経年変化】

※鹿児島観測所は，1994（平成6）年に官署移転をしたため，移転前
後の値を直接比較することはできないが,長期傾向の参考として記述。
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2 鹿児島県地球温暖化対策実行計画とは2 鹿児島県地球温暖化対策実行計画とは
◆計画の意義

本計画は，本県の自然的・社会的条件に応じた温室効果ガスの排出削減等のための対策・施策を
総合的かつ計画的に推進するため，温室効果ガスの排出削減目標を定め，その削減に向け，県民・
事業者・環境保全活動団体・行政等のそれぞれの役割に応じ，また，互いの連携による取組を進め
るための具体的な行動指針などを定めたものです。併せて，気候変動の影響に対処するため，適応
に関する基本的な方向性や適応策などを定めています。

◆計画期間
計画の期間は，2023（令和5）年度から2030年度までの8年間としています。

３ 温室効果ガス排出量の推移と削減目標３ 温室効果ガス排出量の推移と削減目標

◆排出量の推移
本県の温室効果ガス総排出量は，1990（平成2）年度以降，増減を繰り返しながら推移し，

2013（平成25）年度に最も多くなり，その後は減少傾向です。

◆総量削減目標等
削減目標は，本県における将来推計結果（現状すう勢ケース）や，国による中期目標達成に向けた

温室効果ガスの排出削減，吸収に関する対策による削減見込量等を踏まえ，以下のとおりとしまし
た。

(2)



４ 温室効果ガス排出削減に関する対策・施策４ 温室効果ガス排出削減に関する対策・施策

温室効果ガス排出削減等により脱炭素社会を実現するため，各種対策・施策を展開していきます。
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５ 施策の実施に関する目標５ 施策の実施に関する目標
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